
 

 

単結晶ダイヤモンド超伝導量子干渉計 

Single crystalline diamond superconducting quantum interference devices 
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超伝導量子干渉計(Superconducting Quantum Interference Device: SQUID)は、微小磁場を高感度に

検知可能な超伝導デバイスである。その応用例のひとつの走査型 SQUID顕微鏡は、高い空間分解

能を有しながら磁気マッピングを行うことが可能なデバイスであるが、耐摩耗性や静電気に対す

る耐性に課題がある。ダイヤモンドは、高い均質性や経

時劣化耐性を有し、特に(111)ダイヤモンドの超伝導転移

温度 Tcは実用化されている超伝導材料であるNb系に匹

敵する[1]ことから、SQUID応用に有望な材料である。近

年、多結晶ダイヤモンド SQUIDが報告され[2]、ダイヤモ

ンドの SQUID 応用への道が示されたが、超伝導転移温

度が 2K と低い、グレインバウンダリによる複雑なジョ
セフソン接合が形成される、など多くの課題が生じた。

そこで我々は、高い結晶性を有した超伝導(111)ボロンド

ープダイヤモンド薄膜を用いて、ステップエッジ構造ジ

ョセフソン接合[3]による単結晶ダイヤモンド SQUID の

作製、特性評価を行い、2.6Kにおいて Fraunhoferパター

ンの観測[Fig.1]を報告した[4]。 
本研究では、更なる動作温度の向上を目指して、超伝

導転移温度 10 K が得られている (111)単結晶を生かし

た、新たなジョセフソン接合の形成方法を検討した。現

在、超伝導体を局所的に細めたマイクロブリッジ構造に

おいて、ヒステリシスがない直流ジョセフソン効果の兆

候が見られる I-V特性[Fig.2]を得ているが、シャピロステ
ップの観測には至っていない。今後、作製方法を検討す

ることで、シャピロステップの観測を目指す。 

 

Fig1. Fraunhofer pattern 
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Fig.2 Micro-bridge I-V characteristic 
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